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二
日
目
隠
岐
の
島
か
ら
フ
ェ

リ
ー
で
中
ノ
島
（
海
士
町
）
の

菱
浦
港
へ
。
午
前
中
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
巡
り
港
の
前
に
在
る

隠
岐
牛
店
で
牛
肉
を
堪
能
す
。

再
び
内
航
船
で
知
夫
里
島
へ
。

赤
ハ
ゲ
展
望
所
３
２
４
・
５
ｍ

か
ら
約
６
５
０
万
年
前
の
火
山

活
動
に
よ
っ
て
出
来
た
海
の
カ

東
京
近
郊
組
６
人
と
佐
賀
・
山
口
・
岡
山
県
か
ら

の
メ
ン
バ
ー
と
は
隠
岐
の
島
空
港
で
合
流
し
た
。
全

員
で
９
人
。「
や
あ
！
お
ー
っ
！
」
で
学
生
時
代
に

戻
る
。
中
に
は
卒
業
以
来
と
い
う
者
も
。
３
泊
４
日

の
旅
の
始
ま
り
だ
。
台
風
５
号
の
影
響
が
心
配
さ
れ

た
が
幸
い
最
終
日
の
雨
だ
け
だ
っ
た
。

島
根
半
島
北
方
約
50
㎞
の
隠
岐
諸
島
は
４
島
か
ら

成
る
。
大
き
い
順
か
ら
行
政
府
支
所
の
あ
る
隠
岐
の

島
・
西
ノ
島
・
中
ノ
島
（
海
士
町
）・
知
夫
里
島
で

あ
る
。

初
日
は
隠
岐
の
島
南
端
の
空
港
か
ら
ロ
ー
ソ
ク
島

へ
西
海
岸
の
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
な
が
ら
北
上
す
る
。

遊
覧
船
で
し
か
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
海
上
に
浮
か

ぶ
ロ
ー
ソ
ク
島
の
先
端
に
夕
日
が
灯
る
頃
合
い
に
合

わ
せ
て
出
港
す
る
も
我
々
の
小
船
は
３
ト
ン
。
10
倍

位
あ
る
観
光
船
に
先
を
越
さ
れ
て
順
番
が
回
っ
て
き

た
時
に
は
太
陽
が
雲
隠
れ
し
ロ
ー
ソ
ク
に
火
は
灯
ら

な
か
っ
た
。
夜
の
宴
会
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

ル
デ
ラ
が
一
望
で
き
る
。
島
の
西
海
岸
の
「
赤
壁
」

の
赤
い
色
は
マ
グ
マ
の
し
ぶ
き
が
酸
化
し
た
も
の

だ
。
隠
岐
諸
島
は
「
大
地
・
独
自
の
生
態
系
・
人
の

営
み
」
が
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ

て
い
る
。
再
び
海
士
町
に
船
で
戻
り
夜
の
「
隠
岐
神

社
参
り
」
を
。
境
内
の
水
気
の
無
い
草
木
地
に
乱
舞

す
る
「
蛍
」
に
感
動
。

三
日
目
天
気
下
り
坂
の
為
予
定
を
早
め
て
フ
ェ

リ
ー
で
西
ノ
島
の
別
府
港
へ
。
国
賀
海
岸
の
海
抜

２
５
７
ｍ
の
摩
天
崖
か
ら
通
天
橋
を
牛
馬
が
の
ん
び

り
草
を
食
む
中
、
ゆ
っ
く
り
歩
く
予
定
が
「
下
り
の

明
治
」を
発
揮
。ガ
イ
ド
に
速
い
と
褒
め
ら
れ
チ
ョ
ッ

と
い
い
気
分
。
昼
食
後
、
カ
ル
デ
ラ
の
中
央
火
口
丘

と
呼
ば
れ
る
焼
火
山
（
４
５
２
m
）
の
中
腹
に
建
つ

焼
火
神
社
へ
。
本
殿
は
岩
穴
に
建
て
ら
れ
て
お
り
航

海
安
全
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
目
印
と
し
て
も
機

能
。

山
久
会
・
隠
岐
の
島
の
旅

BN 
530 
磯
崎　

守
弘



薫　風　57　号　　(2)平成30年７月

民
宿
み
つ
け
島
荘
の
海
の
幸
料
理
に
幸
せ
い
っ
ぱ

い
腹
い
っ
ぱ
い
。
運
転
手
兼
ガ
イ
ド
の
鏡
谷
さ
ん
知

識
豊
富
で
歴
史
に
も
詳
し
い
。「
先
生
で
も
や
っ
て

い
た
の
？
」
の
問
い
に
鯨
漁
で
世
界
を
股
に
。
仙
台

と
東
京
に
嫁
い
だ
娘
が
い
る
と
の
事
。
夜
中
に
ト
タ

ン
の
屋
根
を
打
つ
雨
音
に
明
日
は
傘
か
と
眠
り
込

む
。四

日
目
雨
の
中
、
宿
の
車
で
別
府
港
へ
。
高
速
船

レ
イ
ン
ボ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
で
隠
岐
の
島
西
郷
港
へ
。
出

雲
空
港
へ
帰
る
Ｏ
君
と
別
れ
８
人
で
隠
岐
の
島
を
東

回
り
３
時
間
30
分
の
観
光
。
中
で
も
岩
倉
の
乳
房
杉

は
雨
に
煙
り
幻
想
的
だ
っ
た
。
神
社
の
御
祭
神
が
女

神
か
男
神
か
の
判
別
の
仕
方
も
教
わ
っ
た
。
隠
岐
国

分
寺
で
今
回
の
旅
で
初
め
て
寺
を
見
学
す
る
。
隠
岐

の
廃
仏
毀
釈
は
極
め
て
極
端
だ
っ
た
よ
う
だ
。
隠
岐

空
港
を
午
後
発
ち
大
阪
伊
丹
空
港
着
。
西
へ
帰
る
U

君
S
君
京
都
に
寄
り
道
の
O
君
と
別
れ
５
人
で
羽
田

へ
。
東
京
は
雨
が
上
が
っ
て
い
た
。
島
の
移
動
が
船

便
し
か
な
い
の
で
出
発
時
間
に
追
わ
れ
た
忙
し
い
旅

で
し
た
。

い
つ
も
和
気
藹
々
で
、
と
て
も
楽
し
い
。
隠
岐
は
本

当
に
良
い
と
こ
ろ
だ
。
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

に
指
定
さ
れ
て
い
る
大
自
然
は
勿
論
の
こ
と
、
歴
史

的
に
も
島
流
し
に
遭
っ
た
二
人
の
天
皇
、
後
鳥
羽
上

皇
と
後
醍
醐
天
皇
を
始
め
、
多
く
の
貴
族
た
ち
が
配

流
さ
れ
、遠
い
昔
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

圧
巻
は
、
摩
天
崖
か
ら
通
天
橋
に
か
け
て
の
大
絶
壁

だ
。
ガ
イ
ド
の
話
に
よ
る
と
、日
本
人
観
光
客
よ
り
、

フ
ラ
ン
ス
人
を
初
め
と
す
る
西
欧
人
達
に
人
気
が
高

い
と
の
こ
と
。私
が
撮
っ
て
き
た
ビ
デ
オ
を
編
集
し
、

一
杯
や
り
な
が
ら
の
鑑
賞
会
が
楽
し
み
だ
。

小
野　

宗
典　

BN 

546

梅
雨
空
の
出
雲
空
港
を
飛
び
立
っ
た
飛
行
機
は
30

分
の
飛
行
で
、
夏
空
の
広
が
る
隠
岐
の
島
空
港
に
無

事
着
地
。
そ
の
３
時
間
後
同
空
港
で
本
隊
と
合
流
、

３
泊
４
日
の
隠
岐
の
島
旅
行
は
こ
う
し
て
始
ま
っ

た
。
卒
業
以
来
に
再
開
し
た
友
も
あ
り
一
瞬
名
前
が

浮
か
ば
な
い
友
も
い
た
が
、
１
台
の
観
光
タ
ク
シ
ー

に
乗
り
込
む
と
半
世
紀
の
時
間
を
飛
び
越
え
て
全
員

が
学
生
時
代
に
戻
っ
て
い
た
。
隠
岐
の
島
諸
島
は
４

島
か
ら
な
り
、
各
々
風
土
も
歴
史
も
異
な
り
車
窓
に

映
る
景
観
も
ま
た
各
々
違
っ
た
風
景
が
見
ら
れ
、
地

元
の
新
鮮
な
魚
貝
類
を
堪
能
し
た
旅
も
、
気
が
付
け

ば
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
い
た
。
最
終
日
私
一

人
が
西
郷
港
で
本
隊
と
再
会
を
約
し
て
別
れ
、
再
び

出
雲
へ
向
け
て
機
上
の
人
と
な
っ
た
。

曽
我　

昭
則　

BN 

542

私
に
と
っ
て
初
め
て
の
隠
岐
島
は
、
予
想
を
遥
か

に
超
え
て
、
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
に
指
定
さ
れ
た
大
自
然
と
、
流
人
の
島
と

奥
倉
勇
一　

BN 

558　

同
期
９
名
で
隠
岐
の
島
に
６
月
８
日
か
ら
11
日
ま

で
行
っ
て
き
た
。
四
つ
の
島
か
ら
な
っ
て
い
る
、
後

鳥
羽
上
皇
と
か
後
醍
醐
天
皇
と
か
昔
の
話
で
は
あ
る

が
、
数
字
に
追
わ
れ
て
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
昔
の

話
を
聞
い
て
い
る
よ
う
で
、
懐
か
し
か
っ
た
。
島
に

は
産
業
が
な
く
過
疎
化
が
進
み
少
子
高
齢
化
で
人
口

が
減
少
し
て
い
る
ら
し
い
。

佐
藤　
　

昭　

BN 

519

何
処
へ
訪
ね
て
も
感
嘆
ば
か
り
で
、
安
ら
ぎ
を

た
っ
ぷ
り
味
わ
っ
た
ワ
ン
デ
リ
ン
グ
で
し
た
。
ま
た

訪
ね
た
い
と
こ
ろ
で
す
!!

池
田　

陽
一　

BN 

527

以
前
、
内
田
康
夫
の
「
隠
岐
伝
説
」
を
読
ん
で
、

一
度
隠
岐
の
島
へ
行
っ
て
み
た
か
っ
た
の
で
、
念
願

叶
っ
て
今
回
来
島
す
る
こ
と
が
で
き
、
楽
し
い
４
日

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
４
島
の
島
々
は
山
全
体
が
放

牧
地
で
、
牛
・
馬
が
の
ん
び
り
草
を
食
み
、
海
岸
線

は
切
り
立
っ
た
断
崖
絶
壁
で
、
最
高
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
し
た
。

上
野　

敬
義　

BN 
551

２
０
０
６
年
の
四
国
、
石
鎚
山
か
ら
始
ま
り
、
16

回
目
を
迎
え
る
W
で
、
初
め
て
登
り
の
な
い
島
巡
り

で
し
た
。
西
ノ
島
町
で
の
牛
馬
の
群
す
る
３
６
０
度

の
空
間
で
の
散
策
、
摩
天
崖
の
大
絶
壁
は
心
躍
ら
せ

る
大
自
然
の
趣
が
あ
り
、
と
て
も
思
い
出
深
い
W
と

な
り
ま
し
た
。

鈴
木　

正
彦　

BN 

532

山
久
会
の
仲
間
９
名
で
、
初
め
て
隠
岐
諸
島
へ

行
っ
て
き
た
。
気
心
の
知
れ
た
仲
間
達
と
行
く
旅
は

日
程
表

６
／
８

羽
田
空
港　

伊
丹
空
港　

隠
岐
空
港　

隠
岐
の

島
観
光
・
ロ
ー
ソ
ク
島
遊
覧

６
／
９

中
之
島
（
海
士
町
）
観
光　

知
夫
里
島
赤
ハ
ゲ
山
・

赤
壁　

夜
の
隠
岐
神
社
参
り

６
／
10

西
ノ
島
・
摩
天
崖
〜
通
天
橋
・
焼
火
神
社
ト
レ
ッ

キ
ン
グ

６
／
11

西
ノ
島
別
府
港　

隠
岐
の
島
西
郷
港　

東
回
り

３
時
間
30
分
・
隠
岐
空
港　

伊
丹
空
港　

羽
田

空
港
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し
て
の
歴
史
が
、大
き
な
感
銘
を
与
え
て
く
れ
た
し
、

同
期
の
仲
間
た
ち
と
の
友
情
と
共
に
、
感
動
の
四
日

間
で
し
た
。
ま
だ
、
行
っ
た
こ
と
の
無
い
人
に
は
、

お
薦
め
で
す
。

小
島　

政
男　

BN 

539

ア
ー
ア
良
か
っ
た
！

の
気
持
ち
で
接
す
る
と
い
う
話
で
し
た
。
相
模
湖
畔

で
行
わ
れ
た
合
宿
で
、
初
め
て
先
生
の
自
宅
を
訪
れ

ま
し
た
。創
部
50
周
年
の
年
、昭
和
61
年（
１
９
８
６
）

10
月
に
会
津
田
島
町
に
Ｏ
Ｂ
諸
兄
の
協
力
で
針
生
山

荘
が
竣
工
し
ま
し
た
が
、
そ
の
山
荘
の
天
井
に
先
生

が
書
か
れ
た
字
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

先
生
は
平
成
３
年
（
１
９
９
１
）
に
明
治
大
学
か

ら
中
央
商
科
短
期
大
学
長
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
先

生
は
多
芸
で
絵
も
描
い
て
い
て
、
平
成
９
年
に
絵
の

個
展
を
銀
座
で
開
催
す
る
と
案
内
状
が
届
き
ま
し

た
。
会
場
に
見
に
行
き
ま
し
た
と
こ
ろ
大
勢
の
方
が

訪
れ
て
い
ま
し
た
。
写
実
的
な
画
風
で
明
る
い
色
調

の
作
品
で
し
た
。
売
約
済
み
の
絵
も
あ
り
ま
し
た
。

平
成
10
年
11
月
に
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
の
部
室

が
移
転
す
る
際
に
看
板
が
必
要
と
な
り
、
坂
本
先
生

に
「
書
」
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

平
成
13
年
４
月
下
旬
春
の
叙
勲
で
坂
本
先
生
が
勲

三
等
を
綬
章
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
高
野
Ｏ
Ｂ
会
長

に
す
ぐ
連
絡
を
取
り「
叙
勲
の
お
祝
い
」を
ワ
ン
ダ
ー

フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
で
開
催
し
た
い
と
申
し
出
て
承
諾
を

得
ま
し
た
。
一
緒
に
実
行
で
き
る
Ｏ
Ｂ
の
方
、
昭
和

59
年
か
ら
平
成
３
年
の
卒
業
生
を
中
心
に
と
考
え
西

Ｏ
Ｂ
に
連
絡
を
す
る
と
、彼
も
思
い
は
同
じ
で
し
た
。

今
回
の
受
賞
の
件
に
つ
い
て
先
生
に
尋
ね
る
と
、
周

り
の
人
が
優
秀
だ
か
ら
受
賞
し
た
と
話
さ
れ
ま
し

た
。
謙
虚
で
誠
実
な
人
柄
に
ふ
れ
た
思
い
で
し
た
。

ま
た
、
い
つ
で
も
笑
顔
で
接
し
て
い
る
印
象
が
あ
り

ま
し
た
。
平
成
13
年
６
月
23
日
に
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド

パ
レ
ス
に
て
大
勢
の
Ｏ
Ｂ
諸
兄
が
集
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
私
は
高
尾
山
か
ら
陣
馬
山
へ
よ
く
歩
い

て
お
り
、
時
折
先
生
の
自
宅
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
の

折
に
、
先
生
が
青
春
時
代
の
思
い
出
を
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
戦
争
の
体
験
が
あ
り
、
命
を
掛
け
て
戦
っ

て
、無
事
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

坂
本
ご
夫
妻
は
茶
道
の
心
得
が
あ
り
ま
し
て
、
相
模

平
成
29
年
（
２
０
１
７
）
６
月
に
逝
去
さ
れ
た
先

生
を
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。
昭
和
59
年
４
月
か

ら
平
成
３
年
３
月
ま
で
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
の

第
５
代
目
の
部
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
鈴
木
監
督

の
話
に
よ
り
ま
す
と
、
後
任
の
部
長
を
決
め
る
の
に

大
学
関
係
者
や
体
育
課
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
候
補

に
あ
が
っ
た
の
が
商
学
部
長
の
坂
本
先
生
で
し
た
。

先
生
は
い
く
つ
か
の
役
職
を
持
っ
て
い
て
ご
多
忙
の

よ
う
で
し
た
。
西
主
将
（
昭
和
59
年
度
卒
）
が
熱
心

に
何
回
も
是
非
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
の
部
長
に

と
お
願
い
に
伺
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
商
学
部
教
授
の

田
村
敏
夫
先
生
が
副
部
長
と
し
て
補
佐
し
て
い
た
だ

け
る
と
い
う
こ
と
で
承
諾
を
得
ま
し
た
。

そ
の
後
、
顔
合
わ
せ
会
が
神
楽
坂
の
「
五
十
番
」

田
中
治
子
Ｏ
Ｇ
（
昭
和
25
年
度
短
卒
）
が
経
営
す
る

場
所
で
開
か
れ
、坂
本
先
生
、田
村
先
生
、鈴
木
監
督
、

高
野
栄
三
Ｏ
Ｂ
（
昭
和
27
年
度
卒
）
兼
子
俊
一
Ｏ
Ｂ

（
昭
和
27
年
度
卒
）
田
中
Ｏ
Ｇ
、
横
手
コ
ー
チ
が
参

加
し
ま
し
た
。
坂
本
先
生
は
多
忙
の
中
、
部
員
総
会

は
授
業
の
合
間
を
縫
っ
て
出
席
さ
れ
て「
虚
心
坦
懐
」

2001年６月坂本先生叙勲祝賀会

坂
本
清
部
長
先
生
の
思
い
出

BN 
683 
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毎
年
恒
例
の
情
断
会
ス
ノ
ー
ワ
ン
デ
ル
ン
グ
。
今

年
は
入
笠
山
と
北
八
ヶ
岳
の
縞
枯
山
、
茶
臼
山
に

行
っ
て
き
た
。
参
加
者
は
い
つ
も
の
五
人（
小
田
野
、

高
島
、
宮
澤
、
小
川
、
原
田
）。
今
年
も
好
天
に
恵

ま
れ
、
雪
山
を
楽
し
ん
で
き
た
。

三
月
三
日
︵
土
︶

特
急
あ
ず
さ
の
発
車
す
る
新
宿
駅
一
〇
番
線
ホ
ー

ム
は
、
富
士
山
を
見
に
行
く
の
で
あ
ろ
う
外
国
人
観

光
客
で
混
み
合
っ
て
い
た
。
八
時
ち
ょ
う
ど
の
あ
ず

さ
二
号
な
ら
ぬ
七
時
三
〇
分
発
の
あ
ず
さ
三
号
で
出

発
。
途
中
、
八
王
子
で
小
川
が
乗
り
込
ん
で
全
員
集

合
。車

窓
か
ら
は
雪
化
粧
を
し
た
富
士
山
、
南
ア
ル
プ

ス
、
八
ヶ
岳
等
が
見
え
気
分
は
盛
り
上
が
る
。
二
時

間
と
ち
ょ
っ
と
の
列
車
の
旅
で
「
富
士
見
駅
」
に
到

着
。
ス
キ
ー
場
の
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
乗
り
換
え

て
富
士
見
パ
ノ
ラ
マ
リ
ゾ
ー
ト
へ
。
満
員
の
車
内
は

ほ
と
ん
ど
が
登
山
客
の
よ
う
だ
。

約
一
〇
分
で
ス
キ
ー
場
に
到
着
。
先
ず
は
ゴ
ン

ド
ラ
の
乗
り
場
を
目
指
す
。
こ
こ
の
ゴ
ン
ド
ラ
は

ペ
ッ
ト
乗
車
可
と
の
こ
と
。
ち
な
み
に
人
間
は
往
復

一
四
五
〇
円
（
割
引
ク
ー
ポ
ン
）
に
対
し
ペ
ッ
ト
は

五
〇
〇
円
で
あ
っ
た
。

山
頂
駅
で
身
支
度
を
整
え
て
い
ざ
出
発
。
小
田
野

は
ア
イ
ゼ
ン
、
他
の
四
人
は
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
だ
が
小

田
野
の
ア
イ
ゼ
ン
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
た
め
他

の
四
人
で
先
行
す
る
。

起
伏
の
少
な
い
林
間
の
登
山
道
を
一
〇
分
ほ
ど
歩

く
と
入
笠
湿
原
に
着
く
。
こ
こ
で
今
度
は
小
川
の
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
。
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ

が
切
れ
た
ら
し
い
。
何
か
と
役
に
立
つ
汎
用
の
ス
ト

ラ
ッ
プ
で
応
急
修
理
を
し
て
い
る
間
に
小
田
野
が
横

を
通
り
抜
け
た
の
だ
が
、
小
田
野
は
我
々
に
全
く
気

付
い
て
い
な
い
。
そ
し
て
小
田
野
は
頂
上
ま
で
単
独

行
と
な
っ
た
。
入
笠
山
は
ゴ
ン
ド
ラ
が
ペ
ッ
ト
可
な

だ
け
あ
っ
て
や
た
ら
と
ワ
ン
コ
が
多
い
。「
犬
は
喜

び
庭
か
け
ま
わ
り
」
で
は
な
い
が
、
ワ
ン
コ
は
我
々

以
上
に
雪
が
好
き
な
よ
う
で
あ
る
。

入
笠
湿
原
は
保
護
の
た
め
、
入
口
に
は
ゲ
ー
ト
が

あ
り
中
は
木
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
木
道
は
雪

の
下
で
あ
る
。
湿
原
を
抜
け
、
沢
沿
い
の
道
を
進
む

と
マ
ナ
ス
ル
山
荘
の
前
に
出
る
。
こ
こ
か
ら
右
の
尾

根
に
と
り
つ
き
、
最
後
の
急
登
を
登
れ
ば
入
笠
山
の

山
頂
で
あ
る
。小
田
野
と
も
よ
う
や
く
合
流
で
き
た
。

山
頂
か
ら
は
八
ヶ
岳
が
目
の
前
に
見
え
る
他
、
北
ア

ル
プ
ス
、
中
央
ア
ル
プ
ス
が
そ
れ
ぞ
れ
長
い
峰
を
連

ね
、
南
ア
ル
プ
ス
の
中
で
も
特
に
甲
斐
駒
ケ
岳
が
間

近
に
迫
っ
て
見
え
る
。
さ
ら
に
そ
の
左
手
奥
に
富
士

山
の
秀
麗
な
姿
が
際
立
つ
。
暖
か
い
と
は
い
え
風
が

強
い
の
で
、
な
る
べ
く
風
の
来
な
い
と
こ
ろ
を
探
し

て
昼
食
に
す
る
。

帰
り
は
来
た
道
を
下
る
が
、
な
る
べ
く
ト
レ
ー
ス

を
外
し
て
新
雪
の
上
を
駆
け
下
り
、
あ
っ
と
言
う
間

に
入
笠
湿
原
に
到
着
。
後
は
だ
ら
だ
ら
と
登
っ
て
ゴ

ン
ド
ラ
山
頂
駅
に
到
着
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。

ス
キ
ー
場
の
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
、
中
央
本
線
、

ホ
テ
ル
の
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
と
乗
り
継
い
で
本
日

の
宿
「
東
急
ハ
ー
ヴ
ェ
ス
ト
ク
ラ
ブ
蓼
科
」
に
到
着
。

ゆ
っ
く
り
と
温
泉
に
浸
か
っ
て
か
ら
夕
食
は
懐
石
料

理
。翌

朝
は
タ
ク
シ
ー
で
北
八
ヶ
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
駅

に
移
動
。
山
麓
駅
は
朝
早
く
か
ら
大
勢
の
ス
キ
ー
客

湖
周
辺
の
学
生
に
教
授
し
て
い
た
と
話
し
て
い
ま
し

た
。明

治
大
学
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
を
指
導
し
て

頂
き
、
ま
た
退
任
し
て
も
交
流
を
し
て
い
た
だ
き
、

先
生
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
感
謝
で
し
た
。

二
〇
一
八
年 

情
断
会
ス
ノ
ー
ワ
ン
デ
ル
ン
グ

入
笠
山
、北
八
个
岳
︵
縞
枯
山
・
茶
臼
山
︶
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や
登
山
者
で
賑
わ
っ
て
い
た
。
山
頂
駅
で
登
山
届
を

出
し
、
い
よ
い
よ
行
動
開
始
で
あ
る
が
、
縞
枯
山
を

目
指
す
登
山
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
皆
北
横
岳
に

行
く
の
か
？
そ
の
分
静
か
な
山
旅
が
期
待
で
き
る
。

三
角
屋
根
の
縞
枯
山
荘
を
過
ぎ
る
と
程
な
く
雨
池

峠
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
縞
枯
山
山
頂
ま
で
が
本
日
の

登
り
ら
し
い
登
り
と
な
る
。
北
八
ヶ
岳
の
登
山
道
特

有
の
大
き
な
抉
れ
や
岩
は
雪
の
下
で
、
夏
道
の
コ
ー

ス
タ
イ
ム
よ
り
早
い
時
間
で
山
頂
に
到
着
。
山
頂
か

ら
の
展
望
は
な
い
が
、
少
し
先
の
展
望
台
か
ら
は
北

ア
ル
プ
ス
、
中
央
ア
ル
プ
ス
、
南
ア
ル
プ
ス
そ
し
て

南
八
ヶ
岳
の
山
々
が
き
れ
い
に
見
え
る
。
ま
た
北
東

方
向
に
は
浅
間
山
や
草
津
白
根
の
山
々
も
見
え
る
。

縞
枯
山
か
ら
は
い
っ
た
ん
鞍
部
に
下
り
て
茶
臼
山

に
登
る
。
画
で
は
縞
枯
山
と
の
鞍
部
に
戻
り
、
五
辻

に
下
る
予
定
だ
っ
た
が
、
順
調
に
進
み
す
ぎ
て
い
て

時
間
も
早
い
の
で
大
石
峠
に
下
っ
て
出
逢
い
の
辻
経

由
で
五
辻
ま
で
行
く
こ
と
に
す
る
。
展
望
の
な
い
茶

臼
山
山
頂
は
そ
の
ま
ま
通
過
し
て
大
石
峠
に
下
る
。

大
石
峠
か
ら
出
逢
い
の
辻
ま
で
は
ト
レ
ー
ス
も
少
な

く
、
思
い
思
い
に
コ
ー
ス
を
取
っ
て
歩
い
て
い
く
。

出
逢
い
の
辻
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
な

い
道
を
五
辻
に
向
か
う
。
五
辻
手
前
の
東
屋
で
大
休

止
。
ゆ
っ
く
り
と
昼
食
を
取
っ
て
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の

駅
に
着
い
た
の
は
当
初
の
予
定
通
り
。
お
み
ご
と
！

薄
情
な
奴
だ
と
言
わ
れ
そ
う
で
す
が
、
明
治
を
卒

業
し
て
こ
の
方
、
あ
ま
り
母
校
『
メ
イ
ジ
』
を
意
識

す
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
自
営
業
を
営
ん
で
い
る
も
の
で
、
か
な
り
以

前
、
新
人
研
修
で
新
卒
の
営
業
マ
ン
が
飛
び
込
み
で

営
業
に
来
ま
し
た
。
そ
の
時
手
渡
さ
れ
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
自
己
紹
介
に
『
出
身
、
明
治
大
学
文
学
部

（
確
か
・
・
）
体
育
会
ス
ケ
ー
ト
部
（
こ
れ
も
、
だ
っ

た
と
思
う
・
・
）』
と
あ
り

私
『
え
っ
？ 

明
治
な
の
？  

オ
レ
も
だ
よ　

オ
レ

も
体
育
会
だ
っ
た
よ
』
な
ん
て
話
を
し
て
、
そ
れ
に

食
い
付
く
彼
の
営
業
魂
に
火
を
つ
け
て
し
ま
っ
た
記

憶
が
あ
る
く
ら
い
で
す
。（
投
資
絡
み
の
営
業
だ
っ

た
の
で
、
結
果
彼
の
営
業
魂
に
は
負
け
ま
せ
ん
で
し

た
け
ど
ね
）

そ
ん
な
偶
然
く
ら
い
に
し
か
母
校
名
を
口
に
す
る

機
会
も
な
く
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
の
一
月
の

大
学
ラ
グ
ビ
ー
決
勝
。
皆
さ
ん
も
興
奮
し
た
と
思
い

ま
す
。グ
ラ
ン
ド
に
は
行
け
ず
Ｔ
Ｖ
観
戦
で
し
た
が
、

キ
ッ
ク
オ
フ
と
同
時
に
明
治
の
チ
ャ
ン
ス
に
は
『
よ

し
、
行
け
!! 
行
け
!! 

行
け
〜
!!
』
と
無
意
識
、
大

げ
さ
に
言
え
ば
本
能
的
に
拳
を
握
り
し
め
絶
叫
し
て

い
る
自
分
で
し
た
。ピ
ン
チ
、失
点
の
落
胆
は
プ
レ
ー

し
て
い
る
後
輩
た
ち
と
ま
っ
た
く
同
じ
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
一
点
差
の
敗
戦
。
何
と
も
言
え
な
い
こ
の

悔
し
さ
。
こ
の
気
持
ち
、
皆
さ
ん
分
か
っ
て
も
ら
え

ま
す
よ
ね
。

ゲ
ー
ム
終
了
後
し
ば
ら
く
し
て
、こ
の
悔
し
さ（
本

来
は
嬉
し
さ
で
あ
っ
て
ほ
し
い
・
・
）
っ
て
世
代
を

越
え
た
現
役
の
後
輩
た
ち
を
応
援
す
る
無
心
の
母
校

愛
な
の
か
な
と
思
っ
た
次
第
で
し
た
。

今
回
、
四
月
十
四
日
、
十
五
日
の
日
程
で
、
春
の

嵐
が
来
る
と
の
天
気
予
報
を
尻
目
に
、
琵
琶
湖
を
巡

る
と
言
う
コ
ー
ス
で
、
53
年
度
卒
の
８
名
プ
ラ
ス
サ

プ
ラ
イ
ズ
で
１
名
で
滋
賀
県
大
津
に
集
ま
り
、
楽
し

い
旅
が
出
来
た
の
で
報
告
し
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
、

坪
田
さ
ん（
長
崎
）藤
木
さ
ん（
長
野
）田
中
さ
ん（
埼

玉
）田
住
君（
兵
庫
）遠
藤
君（
愛
知
）宮
崎
君（
京
都
）

﹃
母
校
愛
﹄

BN 
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小
泉　

進

琵
琶
湖
の
サ
プ
ラ
イ
ズBN 
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そ
し
て
私
（
三
重
）
と
妻
（
大
阪
）
と
、も
う
１
人
は
、

サ
プ
ラ
イ
ズ
（
東
京
）
の
計
９
名
で
す
。
私
が
12
年

前
に
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
な
り
、
今
も
進
行
中
な

の
で
同
期
に
は
、
な
る
べ
く
早
く
会
い
た
い
と
思
っ

て
い
た
ら
、
藤
木
さ
ん
が
声
を
掛
け
て
下
さ
り
、
宮

崎
君
が
幹
事
に
な
っ
て
、
女
子
班
プ
ラ
ス
中
部
、
関

西
の
メ
ン
バ
ー
で
ミ
ニ
同
期
会
が
出
来
ま
し
た
。が
、

こ
の
集
ま
り
は
、
他
の
同
期
に
は
、
内
緒
に
し
て
あ

る
の
で
、
今
回
こ
れ
を
書
く
の
は
、
少
し
戸
惑
い
な

が
ら
も
、
一
度
書
い
て
み
た
ら
と
、
言
っ
た
依
頼
も

あ
っ
た
の
で
、
少
し
だ
け
書
い
て
み
ま
す
。
そ
し
て

53
会
の
他
の
皆
様
に
は
、
こ
の
誌
面
を
も
っ
て
、
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
の
事
で
す
が
、
東
京
か
ら
参

加
で
き
な
い
と
言
っ
て
い
た
、
花
寿
し
の
大
倉
君
で

し
た
。
私
を
驚
か
せ
る
つ
も
り
で
鉗
口
令
を
敷
き
、

私
に
は
黙
っ
て
来
た
よ
う
で
す
が
、
そ
こ
は
い
つ
も

の
事
で
、
彼
よ
り
１
ヶ
月
だ
け
人
生
経
験
の
長
い
事

も
あ
り
、す
ぐ
に
事
の
つ
ま
り
を
理
解
で
き
た
の
で
、

何
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
も
な
ら
な
か
っ
た
様
で
す
。（
次

回
は
も
う
少
し
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
て
く
だ
さ
い
）　

そ

し
て
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
昼
食
を
食
べ
に
行
く
の
で

す
が
、
藤
木
さ
ん
が
リ
ザ
ー
ブ
し
た
場
所
ま
で
は
、

車
で
約
１
時
間
半
も
か
か
り
、
着
い
た
の
で
す
が
、

店
の
料
理
の
味
や
、
雰
囲
気
に
つ
い
て
は
、
各
々
個

人
の
意
見
が
異
な
る
の
で
私
の
気
持
ち
は
控
え
る
と

し
て
も
、
ワ
ン
ゲ
ル
の
合
宿
中
の
昼
ご
飯
と
そ
ん
な

に
変
わ
ら
な
か
っ
た
様
に
思
い
ま
す
。

心
配
し
て
い
た
春
の
嵐
も
「
も
う
少
し
だ
け
待
っ

て
や
る
わ
ー
」
と
言
う
空
模
様
で
、
今
夜
の
宿
、
マ

キ
ノ
グ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
向
か
っ
た
。
私
に

と
っ
て
琵
琶
湖
に
来
る
の
は
２
回
目
で
す
が
、
琵
琶

湖
の
大
き
さ
に
は
、
改
め
て
驚
き
ま
し
た
。
書
く
の

を
忘
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昼
食
前
に
博
物
館
に
も
立

寄
り
、
宮
崎
君
の
案
内
で
見
学
し
、
琵
琶
湖
の
生
物

や
歴
史
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
話
は
ド
ラ
イ
ブ
に

戻
っ
て
、
湖
畔
の
山
あ
い
に
咲
き
出
し
た
山
桜
と
新

芽
の
薄
い
み
ど
り
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
見
事
に
写
し

出
さ
れ
、
見
と
れ
て
い
る
と
、
無
事
ホ
テ
ル
に
着
い

た
。ホ

テ
ル
は
、
２
階
建
て
の
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の

あ
る
建
物
で
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
も
充
実
し
て
お
り
、
と

て
も
気
に
入
り
ま
し
た
。
待
望
の
夕
食
タ
イ
ム
。
先

づ
け
か
ら
デ
ザ
ー
ト
ま
で
、
ど
れ
も
美
味
し
く
最
高

の
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
で
あ
っ
た
。
美
味
し
い
物
を
食

べ
る
と
、
話
が
盛
り
上
が
り
ま
す
。
遠
藤
君
は
、
明

日
、
嵐
の
中
で
も
ゴ
ル
フ
を
ど
う
し
て
も
し
た
い
と

の
事
で
、
朝
食
も
食
べ
ず
に
７
時
に
で出

っ
発
し
た
い

と
言
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ロ
イ
ラ
ー
君
（
失
礼
！
彼
の

学
生
時
代
の
愛
称
で
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
ば
か
り
食
べ
て

い
た
の
で
、
こ
の
名
前
が
付
き
ま
し
た
）
？
？
？
君

は
い
つ
も
忙
し
い
の
だ
。

夕
食
も
終
わ
り
、
二
次
会
で
は
、
学
生
時
代
の
事

や
、
今
、
各
々
が
直
面
し
て
い
る
親
の
介
護
の
事
な

ど
、
そ
し
て
尽
き
る
事
の
な
い
田
住
君
の
い
つ
も
の

講
話
等
を
聞
き
な
が
ら
（
田
住
と
中
野
は
学
生
時
代

と
て
も
仲
が
良
か
っ
た
と
い
う
話
で
盛
り
上
が
っ

た
）夜
は
更
け
て
い
き
、翌
朝
、遠
藤
君
を
見
送
る
為
、

男
４
名
で
握
手
を
交
わ
し
、
嵐
の
中
で
も
す
る
と
言

う
ゴ
ル
フ
の
ス
コ
ア
ー
が
乱
れ
る
事
を
期
待
し
、
見

送
っ
た
。
部
屋
に
戻
り
、
外
を
眺
め
て
い
る
と
、
ま

だ
ま
だ
熟
女
に
は
程
遠
い
女
性
３
名
が
、
ま
る
で
映

画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
の
様
な
姿
で
湖
畔
を
歩
い
て
い
る

の
を
見
て
、
数
年
先
の
熟
女
の
姿
を
彷
彿
さ
せ
る
も

の
で
し
た
。

昼
ま
で
に
昨
日
集
ま
っ
た
大
津
に
戻
り
、
琵
琶
湖

を
一
周
し
た
形
で
、
各
々
が
、
車
と
電
車
で
帰
路
に

着
い
た
。皆
に
会
え
て
ホ
ッ
と
し
た
気
持
ち
と
、も
っ

と
沢
山
話
が
し
た
い
事
が
あ
っ
た
の
に
と
言
っ
た
寂

し
い
気
持
ち
で
一
杯
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
次
の
再
会

を
誓
い
、
握
手
を
交
わ
し
「
次
は
坪
ち
ゃ
ん
の
長
崎

へ
い
く
ぞ
ー
」
と
「
よ
っ
し
ゃ
い
つ
で
も
来
て
ね
ー
」

と
、
別
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
作
っ
て
く

れ
た
み
ん
な
に
、
感
謝
で
す
。
あ
り
が
と
う
！

関西ミニ五三会
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こ
の
他
に
も
現
在
は
体
育
会
所
属
で
す
が
、
体
育

同
好
会
の
頃
の
『
明
治
大
学
女
子
ラ
ク
ロ
ス
部
」
も

凄
い
活
躍
。
黒
岩
茜
主
将
（
明
大
中
野
八
王
子
高
校

出
身
・
政
経
学
部
）
が
中
心
と
な
っ
て
、「
２
０
１
５

年
・
２
０
１
６
年
と
全
日
本
選
手
権
大
会
で
２
連
覇

を
果
た
し
た
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
拍
車
を
か
け
る
様
に
、「
過
刊
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
２
０
１
７
年
９
月
16
日
号
」
の
新
聞
広
告
で

〈「
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
」
の
頂
点
に
立
っ
た
明
治
の
「
女
子

力
」〉
と
言
う
フ
レ
ー
ズ
に
も
び
っ
く
り
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。「
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
」
と
は
「
明
治
・
青
学
・

立
教
・
中
央
・
法
政
」
の
大
学
序
列
ら
し
い
で
す
。

そ
の
冊
子
に
は
「
女
子
の
明
治
大
学
へ
の
入
学
者
数

増
大
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
の
様
な
「
女
子
力
」
の
現
状
下
で
「
明
治
大

学
の
男
子
は
ど
う
し
た
?
」
と
囁
か
れ
て
い
る
か
も

１
９
６
５
年
（
昭
和
40
年
）
卒
業
の
77
歳
で
す
。

我
々
の
現
役
時
代
の
母
校
は
「
質
実
剛
健
」
の
男
子

的
バ
ン
カ
ラ
気
風
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
こ
こ
数
年
来
は
「
女
子
力
」
の
活
躍
が
目
立
っ

て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
最
近
の
メ
デ
ィ
ア
報
道

や
ネ
ッ
ト
記
事
な
ど
か
ら
得
た
情
報
を
以
下
に
列
記

し
ま
す
。

先
ず
２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
の
「
ワ
ン
ダ
ー

フ
ォ
ー
ゲ
ル
都
」
で
は
、
松
田
彩
友
美
主
将
（
東
京

都
立
国
立
高
校
出
身
・
農
学
部
農
学
科
）、
永
田
真

帆
主
務
（
横
浜
雙
葉
高
校
出
身
・
政
経
学
部
政
治
学

科
）。
両
メ
イ
ン
役
職
を
女
子
が
占
め
る
の
は
創
部

以
来
初
め
て
だ
そ
う
で
す
。
因
み
に
、
初
の
女
性
主

将
は
２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）
の
沓
澤
優
子
さ
ん

（
専
修
大
学
松
戸
高
校
出
身
・
文
学
部
史
学
地
理
学

科
）
で
す
。

そ
れ
以
前
の
２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）
に
は
鈴

木
優
花
主
務
（
埼
玉
県
立
春
日
部
共
栄
高
校
出
身
・

文
学
部
史
学
地
理
学
科
）
が
居
ま
し
た
。
こ
の
鈴
木

Ｏ
Ｇ
も
凄
い
で
す
。
３
年
間
勤
務
し
た
職
場
を
辞
し

て
世
界
一
周
ワ
ン
デ
リ
ン
グ
を
達
成
さ
れ
て
い
ま

す
。次

ぎ
は
２
０
１
７
年
（
平
成
29
年
）
に
は
「
明
治

大
学
応
援
団
」
第
96
代
目
の
団
長
と
し
て
、
新
宅
杏

子
団
長
（
東
京
都
立
日
比
谷
高
校
出
身
・
政
経
学
部

政
治
学
科
）
が
登
場
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
７
年
春

秋
の
リ
ー
グ
戦
で
の
試
合
開
始
と
終
了
時
の
エ
ー
ル

交
換
に
お
い
て
、
歴
史
上
初
め
て
の
女
子
団
長
の
声

が
神
宮
球
場
に
轟
い
て
い
ま
し
た
。

バ
ン
カ
ラ
明
治
大
学
に
輝
く
﹁
女
子
力
﹂

BN 

552 

坂
上　

雅
彦

神宮の杜に響く女性応援団長のエール

2016年度の松田主将（右）と永田主務（左）

活躍目覚ましい女子ラクロス部
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知
れ
ま
せ
ん
ぞ
！

こ
こ
で
私
の
楽
し
み
の
ラ
ジ
オ
番
組
を
二
つ
紹
介

し
ま
す
。
一
つ
は
、
山
脇
学
園
高
校
出
身
・
明
治
大

学
文
学
部
演
劇
学
専
攻
卒
の
堀ほ

り

口ぐ
ち

茉ま
す
み純

の
活
躍
で

す
。
女
優
・
タ
レ
ン
ト
・
作
家
の
彼
女
は
江
戸
文
化

歴
史
検
定
１
級
に
史
上
最
年
少
の
25
歳
で
合
格
。
そ

の
実
績
を
も
と
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
第
一
ラ
ジ
オ
で
「
歴
史
バ

ラ
エ
テ
ィ
Ｄ
Ｊ
日
本
史
」
番
組
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演

し
て
い
ま
す
。
毎
日
曜
16
：
04
か
ら
50
分
間
放
送
し

て
い
て
、
お
笑
い
と
も
の
ま
ね
タ
レ
ン
ト
松
村
邦
洋

と
Ｄ
Ｊ
川
久
保
秀
一
の
三
人
ト
ー
ク
は
面
白
い
で

す
。
あ
と
一
つ
は
、

こ
れ
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
第
一

ラ
ジ
オ
の
『
俳
優
・

石
丸
謙
二
郎
の
山
カ

フ
ェ
』
で
す
。
毎
土

曜
日
09
：
05
か
ら
50

分
間
の
放
送
は
、
山

の
話
し
満
載
番
組
で

す
。
も
し
関
心
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
二
つ

の
番
組
の
聴
取
を
お

薦
め
し
ま
す
。

最
後
に
、
恥
ず
か

し
な
が
ら
我
が
家
の

「
女
子
力
」
を
紹
介

し
ま
す
。
悔
し
い
こ

と
に
２
０
１
１
年
６

月
に
私
は
脳
梗
塞
を

患
い
、
そ
の
後
遺
症

で
左
側
の
口
と
手
足
が
若
干
の
機
能
障
害
と
な
っ
て

今
に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
事
で
カ
ミ
サ
ン
に
よ

る
必
要
時
の
介
助
手
伝
い「
女
子
力
」の
世
話
に
な
っ

て
い
る
次
第
で
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
全
て
の
輝
く

「
女
子
力
」
さ
ま
に
大
感
謝
の
乾
杯
を
し
て
ペ
ン
を

置
き
ま
す
。

過
日
、
久
し
振
り
に
Ｍ
Ｗ
Ｖ
部
誌
（
65
号
）
を
手

に
し
た
。
帰
宅
後
拾
い
読
み
し
た
ら
、
M
プ
レ
ー
ト

な
る
字
句
が
出
て
来
て
驚
愕
、
あ
れ
は
鈴
木
監
督
時

代
の
蛮
行
で
、
内
外
の
山
岳
関
係
者
か
ら
中
止
、
撤

去
を
求
め
ら
れ
た
が
応
じ
ず
、
そ
れ
を
非
と
し
て
Ｏ

Ｂ
会
費
の
納
入
を
休
止
し
、
た
め
に
除
名
措
置
を
講

じ
ら
れ
て
も
甘
受
す
る
と
主
張
し
、
長
い
間
納
入

を
拒
ん
だ
会
員
も
い
ま
し
た
（
BN 

342 

渡
辺
陸
氏
）。

彼
は
吉
田
修
氏
に
諭
さ
れ
て
、
最
後
は
数
年
遡
っ
て

納
付
し
ま
し
た
が
。

私
自
身
、
20
年
近
く
前
か
ら
、
佐
久
間
輝
夫
（
BN  

370 

７
年
有
余
前
に
鬼
籍
）、
阿
部
瑛
二
（
BN 

367
）

の
両
君
と
大
月
市
北
西
の
雁
ケ
腹
摺
山
（
１
８
５
７

ｍ
）
に
登
っ
た
折
、
山
頂
に
ブ
リ
キ
様
の
プ
レ
ー
ト

に
Ｍ
Ｗ
Ｖ
の
文
字
を
認
め
て
唖
然
と
し
、
標
識
の
心

算
だ
ろ
う
か
、
方
角
、
キ
ロ
程
の
記
入
も
な
く
、
と

い
っ
て
視
界
も
広
い
所
で
何
を
意
図
し
た
の
か
判
然

と
せ
ず
、
三
人
で
話
し
た
記
憶
あ
り
。

後
日
、
吉
田
修
兄
に
会
っ
た
折
に
そ
の
件
を
お
尋

ね
し
た
と
こ
ろ
、「
未
だ
他
に
も
周
囲
に
有
る
の
だ
、

一
緒
に
今
度
回
収
に
行
こ
う
」
と
誘
っ
て
頂
き
ま
し

た
が
、
彼
の
健
脚
に
圧
倒
さ
れ
て
辞
退
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
以
後
、
二
十
年
程
経
過
し
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
か
か
る
蛮
行
愚
行
を
改
め
ず
、
却
っ
て

先
輩
の
足
跡
と
し
て
尊
ん
で
い
る
よ
う
に
推
察
さ
れ

る
短
慮
を
非
難
し
た
い
。
あ
の
プ
レ
ー
ト
の
取
付
を

咎
め
ず
、
む
し
ろ
道
標
の
一
種
と
見
做
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

１
０
０
年
程
前
の
明
大
生
が
、
房
総
半
島
の
鋸
山

の
巨
大
な
岸
壁
の
下
部
に
自
分
の
氏
名
と
覚
し
き
も

の
を
校
名
と
共
に
彫
っ
て
い
る
。
背
の
高
さ
よ
り
上

部
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
が
、
あ
れ
を
称
賛
す
る

も
の
は
居
る
ま
い
。
私
は
あ
の
地
の
人
々
に
詫
び
、

恥
じ
入
る
気
持
ち
で
家
路
に
つ
い
た
思
い
が
あ
る
。

あ
れ
と
大
同
小
異
と
思
う
が
、
今
度
諸
兄
に
賛
同
す

る
人
が
居
り
、
も
し
ま
た
目
に
し
た
ら
、
回
収
撤
去

を
お
願
い
し
た
い
！

異
論
が
有
れ
ば
紙
上
に
開
陣
願
い
た
い
！

私
は
女
房
と
六
年
前
、
平
成
二
十
四
年
八
月
に
南

ア
ル
プ
ス
の
光
岳
に
登
頂
し
て
夫
婦
で
昇
る
百
名
山

を
達
成
し
ま
し
た
。
私
が
七
十
歳
の
時
で
し
た
。

思
え
ば
昭
和
六
十
二
年
の
夏
に
家
族
四
人
で
北
ア

ル
プ
ス
の
槍
ヶ
岳
に
登
っ
て
以
来
二
十
五
年
目
で
し

た
。ビ

ギ
ナ
ー
ズ
ラ
ッ
ク
の
晴
天
に
恵
ま
れ
て
女
房
は

一
気
に
山
が
気
に
入
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
十
年

﹁
M
プ
レ
ー
ト
﹂
に
断
捨
離
を
！

BN 

351 

渡
邊　

厚
介

夫
婦
で
百
名
山

BN 

578 

中
村　

泰
治
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ま
で
行
き
、
車
中
仮
眠
し
て
登
山
を
始
め
ま
す
。

下
山
後
は
近
く
の
日
帰
り
温
泉
で
休
息
し
た
後
、

道
路
の
渋
滞
が
収
ま
っ
た
頃
、
現
地
を
出
て
夜
遅
く

帰
宅
し
ま
す
。
同
乗
の
女
房
が
昼
間
の
道
路
の
景
色

を
見
た
こ
と
が
な
い
と
ぼ
や
く
こ
と
し
き
り
で
し

た
。テ

レ
ビ
の
百
名
山
番
組
を
見
る
度
に
自
分
達
が

登
っ
た
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
一
歩
踏
み
出

す
の
が
大
変
な
急
登
。
強
風
雨
の
中
、
岩
に
し
が
み

つ
き
な
が
ら
の
登
山
。
一
方
で
晴
天
の
頂
上
の
景
色

の
雄
大
さ
や
、
お
花
畠
の
美
し
さ
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ

間
、
毎
年
広
い
北
ア
ル
プ
ス
を
一
緒
に
歩
き
回
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
更
に
テ
ン
シ
ョ
ン
も
上
が
り
南

ア
ル
プ
ス
も
登
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
つ
い
に
は

百
名
山
ま
で
も
挑
戦
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

女
房
は
健
脚
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
山
行
は

す
べ
て
二
人
歩
き
の
自
前
の
計
画
を
作
成
し
ま
し

た
。
そ
の
た
め
山
小
屋
や
ホ
テ
ル
、
飛
行
機
や
列
車

の
予
約
に
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。

共
働
き
の
休
暇
を
す
り
合
わ
せ
な
が
ら
少
し
づ
つ

登
り
ま
し
た
。
北
海
道
の
九
山
は
五
回
に
分
け
て
、

九
州
の
五
山
は
五
月
の
五
連
休
を
利
用
し
て
毎
日
一

山
づ
つ
一
気
に
登
り
ま
し
た
。

四
国
や
東
北
の
遠
い
所
の
山
は
飛
行
機
や
列
車
と

レ
ン
タ
カ
ー
で
登
山
口
ま
で
行
き
ま
す
。近
い
山
は
、

マ
イ
カ
ー
で
行
き
ま
す
。
夜
中
に
家
を
出
て
登
山
口

ん
。宿

泊
の
山
小
屋
で
は
各
地
か
ら
来
た
人
た
ち
と
山

談
義
を
す
る
楽
し
い
夜
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

子
供
を
つ
れ
て
剣
岳
の
鎖
場
や
白
馬
の
不
帰
ノ
剣

を
越
え
た
り
、
黒
部
の
水
平
歩
道
も
歩
き
ま
し
た
。

秘
湯
の
高
天
原
で
は
大
自
然
の
中
で
、
仙
人
湯
で

は
満
天
の
星
空
を
仰
い
で
露
天
風
呂
に
入
り
ま
し

た
。遠

方
の
山
行
時
に
は
、
観
光
の
日
を
入
れ
ま
す
。

雨
が
代
名
詞
の
屋
久
島
で
は
四
日
間
快
晴
に
恵
ま

れ
、
宮
之
浦
岳
ほ
か
島
内
観
光
も
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
明
治
の
ワ
ン
ゲ
ル
と
平
成
十
一
年

秋
、
雲
取
山
の
三
条
ダ
ル
ミ
で
遭
遇
し
ま
し
た
。
嬉

し
か
っ
た
。
私
の
時
代
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
く
ら

い
皆
さ
ん
ス
マ
ー
ト
で
恰
好
良
か
っ
た
。
三
・
四
年

合
ワ
ン
で
横
手
監
督
も
い
た
よ
う
で
し
た
。

木
曽
駒
登
山
で
は
道
を
大
幅
に
間
違
え
て
女
房
に

『
あ
ん
た
本
当
に
明
大
ワ
ン
ゲ
ル
の
Ｏ
Ｂ
な
の
』
と

わ
が
部
の
名
誉
を
傷
つ
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

百
名
山
登
山
の
中
で
一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は

九
十
六
番
目
に
登
っ
た
北
海
道
の
幌
尻
岳
で
す
。
増

水
で
引
き
返
し
た
三
年
後
、
再
度
の
挑
戦
で
腰
ま
で

浸
か
る
渡
渉
を
二
人
で
何
と
か
渡
り
切
っ
た
時
の
感

激
は
今
ま
で
の
登
山
の
中
で
も
最
高
の
喜
び
で
し

た
。最

近
、
資
料
を
整
理
し
て
紀
行
文
を
作
成
し
た
。

日
本
列
島
縦
断
の
百
名
山
に
は
費
用
も
時
間
も
掛
か

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
達
成
感
と
色
々
な
触
れ

合
い
か
ら
多
く
の
も
の
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

百名山達成！

地蔵岳（南アルプス）
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ま
い
ね
え
。
湘
南
平
で
山
田
さ
ん
(451)
か
ら
振
る
舞
わ
れ
た
「
井
上
蒲
鉾
店
の
さ
つ

ま
あ
げ
」
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
後
日
買
い
食
い
に
行
き
ま
し
た
。
大
磯
来
た
ら
や
っ

ぱ
り
は
ん
ぺ
ん
と
さ
つ
ま
あ
げ
食
べ
な
き
ゃ
。
ワ
ン
カ
ッ
プ
と
夏
の
太
陽
と
潮
風
が
「
ぐ

ち
」
の
う
ま
味
を
一
層
引
き
立
て
て
く
れ
ま
す
。

地
元
の
飯
田
さ
ん
(815)
に
よ
れ
ば「
地
元
で
も『
お
使
い
も
の
』で
し
か
買
え
な
い
高
級
品
」

だ
そ
う
で
、入
っ
て
び
っ
く
り『
虎
屋
か
？
』笑
。
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
を
覗
く
が「
バ
ラ
売
り
」

は
無
し
（
そ
う
い
う
事
か
）。
一
番
安
い
「
は
ん
ぺ
ん
２
枚
、
さ
つ
ま
あ
げ
５
枚
セ
ッ
ト

で
九
百
二
十
円
」
の
購
入
を
悩
ん
で
い
る
と
隣
り
で
地
元
の
御
婦
人
が
パ
ッ
と
大
き
い
の

を
３
包
み
注
文
さ
れ
、「
領
収
書
お
願
い
し
ま
す
」（
そ
う
い
う
事
か
）。「
揚
げ
た
て
」
を

１
枚
食
べ
た
く
て
訪
ね
た
の
だ
が
、
結
局
冷
蔵
庫
か
ら
包
み
が
出
さ
れ
、
ち
ょ
っ
と
残
念
。

「
い
き
な
り
『
喰
い
モ
ン
』
の
話
か
ら
始
め
る
か
？
」、
御ご

も
っ
と尤
も
。
で
も
土
地
土
地
の
名
物

を
食
す
事
も
「
ワ
ン
デ
リ
ン
グ
の
醍
醐
味
」
で
す
か
ら
。

晴
に
恵
ま
れ
足
取
り
軽
く
出
発
。
道
中
ご
近
所
さ
ん
と
の
挨
拶
に
忙
し
い
飯
田

さ
ん
の
ミ
ニ
案
内
を
聞
き
な
が
ら
旧
東
海
道
の
松
並
木
を
抜
け
、
高
来
神
社
へ
。

ナ
ン
ト
宮
司
さ
ん
ス
タ
ン
バ
イ
で
お
払
い
を
受
け
る
。
歴
史
＆
由
緒
あ
る
お
社
な
の
で
、

ち
ょ
っ
と
由
来
を
お
尋
ね
す
れ
ば
神
主
さ
ん
お
喋
り
に
な
る
、
お
喋
り
に
な
る
。
天
照
か

ら
蒙
古
襲
来
と
き
て
、
平
成
ま
で
続
き
そ
う
な
勢
い
で
話
が
止
ま
ら
な
い
。
時
間
押
せ
押

せ
で
、
幹
事
さ
ん
焦
せ
焦
せ
。

「
今
日
は
男
坂
で
行
く
ぞ
！
」
と
コ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
飯
田
さ
ん
か
ら
檄
が
飛
ぶ
中
、
高

麗
山
、
浅
間
山
、
湘
南
平
に
到
着
し
山
田
さ
ん
と
合
流
。
先
の
さ
つ
ま
揚
げ
と
相
模
湾
を

お
か
ず
に
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
。
展
望
台
か
ら
は
江
ノ
島
、
房
総
半
島
、
大
島
、
伊
豆
、
丹
沢
、

大
山
。
残
念
な
が
ら
富
士
山
は
お
預
け
。

中
、
校
友
の
荒
金
さ
ん
宅
に
立
ち
寄
り
、
素
晴
ら
し
い
庭
を
見
な
が
ら
自
家
栽
培

自
家
製
蜜
柑
ジ
ュ
ー
ス
を
ご
馳
走
に
な
る
。
大
磯
で
は
毎
年
春
に
「
自
分
の
庭
を

一
般
開
放
す
る
催
し
」
が
あ
り
、
こ
ち
ら
も
公
開
な
さ
っ
て
い
ま
す
。「
町
起
こ
し
」
と

し
て
参
考
に
な
り
ま
す
が
、
大
変
な
労
力
、
時
間
、
お
金
、
情
熱
、
愛
情
で
す
。
そ
れ
に

し
て
も
立
派
な
お
庭
。
お
庭
拝
見
の
み
な
ら
ず
こ
こ
か
ら
は
大
磯
観
光
の
ガ
イ
ド
役
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人　

大
磯
ガ
イ
ド
協
会
）
と
し
て
ご
同
行
し
て
頂
き
ま
し
た
。

❶
安
田
善
次
郎
別
荘
跡
は
関
連
会
社
の
保
養
所

❷
「
西
郷
ど
ん
」
に
出
て
く
る
西
郷
従
道
の
邸
宅
跡

❸
妙
大
寺
に
あ
る
「
こ
の
地
の
潮
水
は
病
を
治
し
、
空
気
は
保
生
の
効
あ
り
」
と
唱
え
た

う快途

ＢＮ888 関口　健二

わい深い
大磯ワンデリング

― なため会湘南ワンデリング報告 ―
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世
よ づ く が わ

附川ロッジ
神奈川・丹沢湖畔

都内から車や電車で約２時間
春 ･･･ 新緑、山菜採り
夏 ･･･ 川遊び　
秋 ･･･ 紅葉狩
冬 ･･･ 星空観察（耐寒訓練）

通年営業100名収容

•大型冷蔵庫完備（食材の保管に）
•石窯でピザやパンが焼けます。
•団体様にはキャンプファイヤー
 キャンドルサービス、流し素麺も準備可
•シャワー、風呂で汗を流せます。
•周囲に民家等が無くとても静か。
•音楽演奏等ワイワイガヤガヤできます。
•丹沢湖ではバス、ワカサギ釣できます。
•不老山、檜洞丸、大室山等の登山基地に

•バンガローは６畳～８畳。
•BBQ場は大中小の中から選べます。

•当ロッジは平成４年度農学部卒
 BN.1106　前田裕司　が代表を務める
 有限会社 丹沢で管理運営しています。
•ご予約の際は「なため会」の･･･と
 お伝えください。

※連絡先　0465-78-3636（担当：志村）

詳しくは「世附川ロッジ」で検索してください。
公式HPをご覧いただけます。

バ

炊

ガ

事場

ローン
（10棟）
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︻
広
告
も
募
集
し
て
い
ま
す
︼

　

例
え
ば
地
方
在
住
で
観
光
業
に
携
わ
っ
て
い
る
方
や
、

通
信
販
売
で
ご
商
売
を
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
の
広
告
な
ど

も
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

掲
載
ス
ペ
ー
ス
は
１
段
、
２
段
、
３
段
（
全
段
）
の
三

種
類
で
、
お
値
段
は
１
段
：
１
万
円
、
２
段
：
1.5
万
円
、

３
段
：
２
万
円
で
す
。

　

き
ち
ん
と
し
た
原
稿
で
な
く
て
も
結
構
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

︻
応
募
先
に
つ
い
て
︼

次
号
（
第
58
号
）
掲
載
分

締　

切
：
●
月
●
日
（
●
）　

送
付
先
：
巻
末
に
記
載
の
各
編
集
委
員
ま
た
は
左
記
担
当
者

BN 

879　

井
上
稔
也

住　

所
：
〒
359－

0047 

所
沢
市
花
園
２

－

２
４
０
６

－

６
５

電　

話
：
０
７
０

－

５
４
６
６

－

１
５
２
１

メ
ー
ル
：m

arom
aro.m

aron8@
gm

ail.com

※
Ｆ
ａ
ｘ
で
の
送
付
を
ご
希
望
の
方
は
右
記
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
に

ご
一
報
く
だ
さ
い
。
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

■
投
稿
募
集
の
ご
案
内

　

日
頃
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
薫
風
で
は
幅
広
い
世
代
の
皆
様
か
ら
投
稿
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

︻
テ
ー
マ
は
問
い
ま
せ
ん
︼

　

山
や
ワ
ン
デ
ル
ン
グ
に
ま
つ
わ
る
お
話
な
ど
に
囚
わ
れ

ず
、
皆
様
の
身
近
な
話
題
や
趣
味
の
お
話
か
ら
、
野
球
、

ラ
グ
ビ
ー
、
駅
伝
と
い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
へ
の
思
い
入

れ
な
ど
、
何
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
ど
し
ど
し
ご
投
稿

願
い
ま
す
。

︻
投
稿
の
ス
タ
イ
ル
も
問
い
ま
せ
ん
︼

　

紙
面
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
文
章
で
あ
れ
ば
原
稿

用
紙
３
枚
程
度
に
ま
と
め
て
い
た
だ
け
る
と
助
か
り
ま

す
。
ま
た
、
一
部
の
ペ
ー
ジ
を
カ
ラ
ー
化
し
て
い
ま
す
の

で
、
例
え
ば
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
よ
う
な
写
真
が
メ
イ
ン

と
な
る
ご
投
稿
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
お
写
真
に
簡
単
な
コ

メ
ン
ト
を
付
け
て
い
た
だ
く
だ
け
で
も
大
歓
迎
で
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

３ 段
20,000円

２ 段
15,000円

１ 段
10,000円

■
会
員
情
報
の
連
絡
先
の
ご
案
内

　

住
所
変
更
や
慶
弔
事
な
ど
、
な
た
め
会
々
員
の
動
静
に

つ
い
て
は
、
下
記
の
総
務
部
宛
に
メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
送
信
し
て
い
た
だ
く
か
、
あ
る
い
は
直
接
担
当
者

ま
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

　
総
務
部
ア
ド
レ
ス
：soum

u@
natam

ekai.org

　
　

フ
ァ
ッ
ク
ス
：
０
３

－

５
５
３
９

－

４
２
４
５

　

小
田
野
義
之
（
775
）

　
　
　

住　

所
：
〒
343－

0021 

越
谷
市
大
林
428－

14

　
　
　

電　

話
：
０
９
０

－

２
４
３
９

－

３
４
６
３

　
　
　

メ
ー
ル
：yy888odano@

docom
o.ne.jp

■
夏
合
宿
Ｂ
Ｃ
の
ご
案
内

　

今
年
の
現
役
夏
合
宿
は
北
陸
で
行
い
ま
す
。
ベ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ
に
は
左
記
の
日
程
で
入
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
８
月

上
旬
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日　

時
：
９
月
７
日
（
金
）
〜
９
日
（
日
）

場　

所
：
富
山
県
上
市
町
劔
親
（
つ
る
ぎ
お
や
）
公
園

連
絡
先
：
奥
山　

昴
（
主
務
）

〔
電
話
〕
０
８
０

－

２
５
５
１

－

６
８
３
９

※
Ｏ
Ｂ
の
方
の
宿
泊
先
は
上
市
町
中
心
部
の
民
宿
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

■
な
た
め
会
運
営
委
員
の
募
集

　

な
た
め
会
で
は
会
の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
方

（
運
営
委
員
、
各
部
会
員
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
幹
事
長
ま
で
メ
ー
ル
ま
た
は
携
帯
電
話
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

幹
事
長　

猪
狩　

稔
（
835
）

　
　
　

電　

話
：
０
９
０

－

３
９
０
３

－

７
３
１
２

　
　
　

メ
ー
ル
：m

.igari@
taiyoukikai.co.jp

運営委員会の模様
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松
本
順
氏
（
初
代
陸
軍
軍
医
総
監
）
の
お
墓

❹
島
崎
籐
村
邸
。
大
正
ガ
ラ
ス
の
引
き
戸
と
筋
の
通
た
丸
木
、
い
い
仕
事
し
て
ま
す
ね
え

❺
山
縣
有
朋
物
件
は
大
磯
中
学
校
に

❻
大
隈
重
信
物
件
は
古
河
電
工

❼
伊
藤
博
文
邸
は
西
武
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
別
館
に
変
身
し
ま
し
た
が
、
閉
鎖
中
。
石
碑
が

残
り
ま
す

❽
そ
の
西
隣
は
伊
藤
博
文
の
腹
心
西
園
寺
公
望
物
件
だ
っ
た
が
「
三
井
の
大
番
頭
」
池
田

成
形
に
譲
渡

❾
浜
沿
い
の
清
水
萬
之
助
邸
、
伊
達
宗
陳
邸
な
ど
の
別
荘
は
開
発
さ
れ
マ
ン
シ
ョ
ン
や
住

宅
地
に

❿
吉
田
茂
邸
。
ま
あ
素
晴
ら
し
い
お
庭
だ
事

別
荘
物
件
も
い
ろ
い
ろ
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
ガ
イ
ド
さ
ん
が
い
る
と
風
景
が
違
っ
て
見

え
ま
し
た
ね
。

て
本
日
の
ワ
ン
デ
リ
ン
グ
は
こ
こ
ま
で
。
反
省
会
会
場
の
魚
辰
本
店
で
移
動
し
ま

す
が
、手
前
で
雰
囲
気
の
あ
る
菓
子
舗
発
見
。
見
上
げ
れ
ば
「
西
行
ま
ん
ぢ
ゅ
う
・

虎
子
ま
ん
ぢ
ゅ
う
」
の
文
字
。
新
杵
？
お
お
、
西
行
ま
ん
ぢ
ゅ
う
だ
。
で
も
営
業
時
間
終

了
。
最
近
、
町
の
お
菓
子
屋
さ
ん
見
る
と
つ
い
つ
い
入
っ
て
食
し
て
し
ま
う
の
は
ど
う
し

て
だ
ろ
う
、
歳
？

美
味
し
い
反
省
会
も
お
開
き
と
な
り
、
大
磯
の
夜
は
更
け
て
ゆ
く
。
さ
よ
う
な
ら
、
次

は
秋
の
鎌
倉
ワ
ン
デ
リ
ン
グ
で
会
い
ま
し
ょ
う
。

日
、「
食
べ
物
ば
か
り
じ
ゃ
な
い
」事
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
鴫
立
庵
を
訪
ね
る
。

心
な
き　

身
に
も
あ
わ
れ
は　

知
ら
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鴫
立
沢
の　

秋
の
夕
ぐ
れ

新
古
今
集
の
西
行
さ
ん
で
あ
る
。
日
本
三
大
俳
諧
道
場
（
京
都
の
落
柿
舎
、
滋
賀
の
無
名

庵
）
の
一
つ
に
立
ち
、「
こ
こ
で
一
句
」
と
四
苦
八
苦
す
る
が
出
る
の
は
汗
ば
か
り
。
お

後
が
よ
ろ
し
い
よ
う
で
。

葉
山
と
か
の
観
光
ガ
イ
ド
は
あ
る
ん
だ
け
ど
大
磯
っ
て
無
い
ん
だ
よ
ね
。
不
思
議
。
で

も
そ
の
主
た
る
観
光
資
源
の
別
荘
も
取
り
壊
さ
れ
再
開
発
が
止
ま
ら
な
い
。
そ
し
て
丘
陵

緑
地
を
皆
で
お
金
出
し
合
っ
て
買
い
、「
開
発
か
ら
守
ろ
う
」
と
す
る
動
き
も
あ
る
。

変
わ
る
も
の
も
あ
る
。
変
わ
ら
ぬ
も
の
も
あ
る
。

考
え
さ
せ
ら
れ
る
ワ
ン
デ
リ
ン
グ
で
し
た
。

さ後

参加者（13名）
451　山田祥二  同夫人
462　武松孝佳
505　椎橋　稔
530　磯崎守弘
532　鈴木正彦
550　三宮道雄
705　杉山　裕
717　住田孔一
795　濱田　稔
815　飯田修司
888　関口健二
897　山下仁志

大
磯
駅

スタート
ゴール（吉田茂邸）
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３.１１感謝 あの日から…。

あの日、あの時から７年が経ちました。
この季節になるとあの日のことを思い

出します。
震災から１、２年は無我夢中でした。
気を強く持って、互いに励まし合いな

がら「絆」という言葉に支えられて乗り
越えることができました。

３年目になると復興造成工事の遅れに
不安と焦りが治まらない日々でした。

高台への住宅建設は平成27・28年ご
ろからです。区画整理地内の住宅建設は
平成29年がピークでした。

地区の中心部には消防駐屯所、公民館
が完成し、コンビニもオープンしました。

被災者のほとんどが住宅を建て、町並
みも整えられてきました。

国道と防潮堤はあと２年かかります。
形の見える復興は、終了しつつありま

すがこれからが真の復興のスタートで
す。

人口減や高齢化などの直面する課題は
ありますが、希望を持って一歩一歩進ん
で行きたいと思います。

これまでのご支援に感謝し、皆様のご
健勝をご祈念申し上げます。

ＢＮ .727　藤本　俊明
（岩手県上閉伊郡大槌町 在住）

７年目のご報告
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ら
か
に
登
っ
て
い
く
。
お
か
げ
で
、
そ
う
バ
テ
も
せ

ず
に
小
一
時
間
で
小
屋
に
到
着
で
き
た
。

小
屋
は
昭
和
五
五
年
九
月
の
リ
ー
ダ
ー
養
成
を
出

迎
え
て
以
来
。変
わ
ら
ず
、堂
々
と
木
立
の
中
に
立
っ

て
い
た
。（
変
わ
っ
た
の
は
二
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
が
な

く
な
り
、
薪
小
屋
と
発
電
小
屋
が
新
た
に
建
て
ら
れ

て
い
た
ぐ
ら
い
か
。ト
イ
レ
も
洋
式
に
な
っ
て
い
た
）

「
コ
ン
チ
ハ
」
と
入
る
。
薪
が
は
ぜ
る
音
、
煙
の

匂
い
が
出
迎
え
る
。
水
場
で
顔
を
洗
い
、水
を
飲
む
。

音
、
匂
い
、
味
。
な
に
も
か
も
三
十
八
年
前
と
変
わ

ら
な
い
。

Ｏ
Ｂ
諸
氏
と
現
役
諸
君
に
あ
い
さ
つ
。
ス
ト
ー
ブ

前
で
、
夕
食
前
の
だ
ん
ら
ん
。
次
々
に
プ
ル
ト
ッ
プ

が
開
け
ら
れ
る
。
現
役
諸
君
が
担
当
し
た
麻
婆
丼

も
天
ぷ
ら
も
う
ま
い
。
コ
ル
ク
栓
や
ス
ク
リ
ュ
ー

キ
ャ
ッ
プ
も
回
り
始
め
る
。
ス
ト
ー
ブ
前
で
は
歌
が

始
ま
る
。
少
し
ず
つ
思
い
出
す
。
小
屋
の
夜
は
更
け

て
い
く
。

二
日
目
の
夜
は

フ
ァ
イ
ア
ー
。
夕
方

か
ら
コ
ル
ク
栓
や
紙

パ
ッ
ク
が
開
い
て
い

く
。
今
夜
は
す
き
焼

き
丼
と
天
ぷ
ら
、
そ

の
他
い
ろ
い
ろ
。
現

役
の
腕
が
い
い
。
そ

し
て
、
歌
唱
指
導

と
な
だ
れ
込
ん
で
い

く
。現

役
の
諸
君
は
ほ

と
ん
ど
山
の
歌
を
知
ら
な
い
。
杉
山
裕
先
輩
の
指
導

で
安
曇
節
、な
た
め
。
な
た
め
？
部
歌
じ
ゃ
な
い
か
。

「
聴
い
た
こ
と
は
あ
る
ん
で
す
が
、
歌
え
ま
せ
ん
」

と
堂
々
と
宣
言
す
る
二
年
生
に
は
ち
ょ
っ
と
び
っ
く

り
。
歌
は
得
意
の
方
で
は
な
い
が
、
思
わ
ず
小
声
で

「
な
た
め
ぐ
ら
い
は
覚
え
て
お
い
た
方
が
い
い
ぞ
」

と
言
っ
て
し
ま
う
。

ビ
ン
も
紙
パ
ッ
ク
も
空
に
な
っ
た
が
、
火
は
燃
え

盛
っ
て
い
る
。
ち
ょ
っ
と
薪
を
組
み
す
ぎ
た
か
。
み

ん
な
が
引
き
上
げ
た
あ
と
も
、
じ
っ
と
フ
ァ
イ
ア
ー

を
見
詰
め
る
。
何
も
考
え
て
い
な
い
。
何
も
し
ゃ
べ

ら
な
い
。
た
だ
時
間
が
流
れ
て
い
く
。
卒
業
し
て

三
十
七
年
と
い
う
月
日
も
た
だ
流
れ
て
い
っ
た
。

飲
ん
で
歌
っ
て
過
ご
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
も

そ
も
小
屋
に
来
た
の
は
ワ
ー
ク
の
た
め
。
二
日
目
午

前
中
は
、
小
田
野
義
之
先
輩
を
リ
ー
ダ
ー
に
植
木
進

先
輩
、
現
役
君
と
私
の
四
人
で
手
白
沢
温
泉
へ
の

「
Ｏ
Ｂ
で
手
白
ワ
ー
ク
に
行
っ
て
い
る
ん
だ
け
ど
、

今
度
来
な
い
か
」

四
月
の
鈴
木
善
次
郎
元
監
督
の
墓
参
り
後
の
酒
席

で
、
諏
訪
本
監
督
か
ら
お
誘
い
が
あ
っ
た
。
定
年
に

な
り
、
休
み
も
自
由
に
取
れ
る
嘱
託
の
立
場
。「
行

き
ま
す
」
と
そ
の
場
で
、
同
期
の
平
田
と
参
加
す
る

こ
と
を
決
め
た
。（
そ
の
場
に
は
平
田
は
い
な
か
っ

た
が
…
）

六
月
一
日
午
後
、
文
句
も
言
わ
ず
に
つ
き
あ
っ
て

く
れ
た
平
田
と
と
も
に
、
女
夫
淵
（
温
泉
旅
館
は
跡

形
も
な
か
っ
た
）
に
立
っ
た
。
朝
早
い
集
合
に
は
到

底
無
理
と
い
う
こ
と
で
本
隊
に
数
時
間
遅
れ
の
ス

タ
ー
ト
。

ま
ず
は
ス
ー
パ
ー
林
道
を
テ
ク
テ
ク
。
ニ
ホ
ン
カ

モ
シ
カ
が
崖
の
上
か
ら
じ
っ
と
こ
ち
ら
を
見
て
い

る
。
さ
ら
に
テ
ク
テ
ク
。
お
ニ
ュ
ー
の
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
シ
ュ
ー
ズ
も
快
調
だ
。
一
時
間
も
歩
く
と
、
手
白

沢
橋
到
着
。

こ
こ
か
ら
が
本
番
。
三
十
年
以
上
、
山
道
を
歩
い

た
こ
と
は
な
い
。
現
役
時
代
の
か
す
か
な
記
憶
を
た

ど
れ
ば
、
明
大
新
道
は
急
登
が
小
屋
ま
で
続
い
て
い

た
。
し
か
し
、
新
し
い
道
が
で
き
て
い
た
。
そ
の
名

も
「
善
道
」。
途
中
で
、
立
派
な
木
銘
板
が
か
か
っ

て
い
た
。
鈴
木
監
督
の「
も
っ
と
歩
き
や
す
い
道
を
」

と
い
う
遺
言
を
Ｏ
Ｂ
や
現
役
が
実
現
し
た
の
だ
。
遺

言
ど
お
り
、「
善
道
」
は
歩
き
や
す
い
。
急
登
続
き

で
は
な
く
、
途
中
か
ら
ト
ラ
バ
ー
ス
し
つ
つ
、
な
だ

三
十
八
年
ぶ
り
の
手
白
小
屋

BN 

865 

髙
田　

昌
也

木漏れ日の中での薪割り
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ル
ー
ト
整
備
。
崩
れ
た
道
を
迂
回
す
る
新
ル
ー
ト
を

歩
き
や
す
い
よ
う
に
杭
を
打
ち
階
段
状
に
し
て
い

く
。午

後
は
、
薪
割
り
、
ね
じ
掃
除
。
こ
の
ね
じ
掃
除

と
は
さ
び
付
い
た
ね
じ
の
再
生
だ
。
つ
ま
り
ね
じ
の

さ
び
を
落
と
し
、
使
え
る
よ
う
に
す
る
作
業
。
手
白

沢
か
ら
の
配
水
管
に
必
要
と
い
う
。

さ
び
落
と
し
剤
を
吹
き
付
け
、
く
ぎ
で
ね
じ
溝
の

さ
び
を
落
と
す
。
見
か
ね
た
平
田
が
平
や
す
り
を

持
っ
て
き
て
く
れ
る
。
お
お
、
さ
び
た
ね
じ
が
ピ
カ

ピ
カ
に
な
っ
て
い
く
で
は
な
い
か
。
ね
じ
溝
も
く
っ

き
り
し
て
き
た
。

「
こ
ん
な
ね
じ
な
ん
か
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
行
け

ば
い
く
ら
で
も
あ
る
の
に
」
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た

の
は
確
か
だ
が
、
い
ま
こ
の
場
で
は
、
こ
の
さ
び
た

ね
じ
し
か
な
い
。「
自
分
も
や
す
り
を
か
け
直
し
て
、

あ
と
し
ば
ら
く
働
く
か
」
な
ど
と
思
う
。

三
十
八
年
ぶ
り
の
手
白
沢
小
屋
は
変
わ
ら
ず
い
て

く
れ
た
。
変
わ
ら
ず
い
て
く
れ
る
こ
と
の
あ
り
が
た

さ
。
そ
れ
を
維
持
し
て
く
れ
た
Ｏ
Ｂ
諸
氏
、
現
役
諸

君
の
努
力
に
感
謝
し
た
い
。

さ
る
６
月
７
日
、
昭
和
42
年
度
卒
が
主
た
る

メ
ン
バ
ー
の
木
馬
道
会
で
は
、
好
天
に
恵
ま
れ

た
奥
多
摩
で
、
御
岳
渓
谷
散
策
と
豆
腐
ゆ
ば
懐

石
を
堪
能
す
る
ミ
ニ
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
Ｊ
Ｒ
御
岳
駅
を
起
点
に
二
つ
の
プ

ラ
ン
を
用
意
し
、
各
人
が
好
み
や
体
調
に
合
わ

せ
て
参
加
す
る
形
式
を
取
り
ま
し
た
。

プ
ラ
ン
の
最
後
は
全
員
が
隣
の
沢
井
駅
に
ほ

ど
近
い
料
亭
「
ま
ま
ご
と
屋
」
に
集
合
し
、
こ

だ
わ
り
の
製
法
で
作
ら
れ
た
豆
腐
と
ゆ
ば
の

コ
ー
ス
料
理
を
た
っ
ぷ
り
と
味
わ
い
ま
し
た
。

コ
ー
ス
と
参
加
者
は
左
記
の
通
り
で
す
。

ねじを一心不乱に磨く筆者

木
馬
道
会

　
　

奥
多
摩
ツ
ア
ー
の
ご
報
告

BN 

614 

石
井　

克
太

プラン①
コ
ー
ス

Ｊ
Ｒ
御
岳
駅
↓
玉
堂
美
術
館
↓
御
岳

渓
谷
遊
歩
道
↓
小
澤
酒
造
工
場
見
学

参
加
者

石
井　

藤
浦　

小
林　

森
川
（
松
尾
）

プラン②
コ
ー
ス

Ｊ
Ｒ
御
岳
駅
↓
バ
ス・
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

↓
御
岳
山
駅

⇔

武
蔵
御
岳
神
社
（
往

復
）
↓
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
・
バ
ス
↓
御

岳
駅
・
御
岳
渓
谷
遊
歩
道

参
加
者

雨
宮　

粕
谷　

田
中　

和
田

岩
崎
（
半
井
）
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平成29年度 卒業生 歓送迎会

■日 時　平成29年３月11日(日）12時30分～15時00分　　■場 所　岸本・宮城ホール

■式次第（敬称略）
　12:30　開　会
　　　 　部長先生挨拶 13:40 卒業生より記念品贈呈
　　　 　会長挨拶  スライドショー
　　　　 監督挨拶  現役生より記念品贈呈
　　　　 送　辞  卒業生挨拶
　　　　 答　辞  なため斉唱
　　　　 バックル授与  校歌斉唱
　13:10　乾　杯  写真撮影
　　　　 歓　談 15:00 お開き

■出席者：88名
●卒業生：16名　（出席14名　落合・村上欠席）
1313 福士　　嶺 1314 落合　祐太 1315 茅野　　真 1316 伊藤　嘉音 1317 二宮俊之輔 1318 乾　　真規
1319 塚本　　惇 1320 水本　ケン 1321 宮入　　浩 1322 村上　彪馬 1323 荒木　清香 1324 森下　立基
1325 野神　宏太 1326 松井　遥奈 1327 山下　寛生 1328 山本　新大
●なため会会員：35名

339 足立　康弘 351 渡邊　厚介 477 天野　俶明 489 野村　　司 495 深田　裕弘 505 椎橋　　稔
501 前田　芳弘 527 池田　陽一 532 鈴木　正彦 601 池上　勝彦 610 石田　　正 661 大賀　徹雄
705 杉山　　裕 717 住田　孔一 751 諏訪本充弘 764 髙橋　壽子 775 小田野義之 788 原田　博文
817 和賀井英雄 835 猪狩　　稔 838 龍　　君江 871 平田　正博 879 井上　稔也 897 山下　仁志
915 日暮　浩美 1064 井上　堅一 1115 上原　　誠 1174 尾崎　剛史 1282 諏訪部貴亮 1283 鈴木　優花

1305 永田　真帆 1306 由水　雅也 1309 近藤　諒生 1312 高橋辰之介 2120 鈴木　元典
●現役：39名
４年 朝倉　　慶 ４年 今井　幹登 ４年 大室　克磨 ４年 奥山　　昴 ４年 平　　将秀 ４年 武内　　真
４年 田中　雄大 ４年 沼田　直也 ４年 乗木　大朗 ４年 林　　薫平 ４年 福澤　光浩 ４年 藤井裕希恵
４年 守屋　雄貴 ４年 森山　澤鵬 ３年 青柳　晃太 ３年 大原正太郎 ３年 柿原　匡佑 ３年 木皿京太郎
３年 岸　光ノ輔 ３年 小島　桃李 ３年 杉井　一毅 ３年 高橋　和大 ３年 林　　亮太 ３年 舟津　隼人
３年 北条　豪一 ３年 星與　志也 ２年 家子　貴暁 ２年 伊藤　悠人 ２年 梅澤　直希 ２年 梅野　　航
２年 岡田　　茜 ２年 尾島　佐和 ２年 小野　剛志 ２年 熊倉　智史 ２年 桑原倫太郎 ２年 小林　亮太
２年 齋藤　知彰 ２年 杉本　雪乃 ２年 手島　寛人

鈴木会長よりバックルを授与
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平成30年度 なため会幹事会・会員総会

■日 時　平成30年５月26日(土）12時30分～15時00分　　■場 所　紫紺館４階パーティールーム

■式次第（敬称略）
　12:30　幹事会　幹事長挨拶　　
　　　　 一、審議事項

　　（一）平成二十九年度事業報告　　　猪狩幹事長報告
　　　　　・原案通り承認されました。
　　（二）平成二十九年度決算報告　　　柳川財務部長報告
　　　　　・原案通り承認されました。
　　（三）平成二十九年度監査報告　　　横尾監事報告
　　　　　・原案通り承認されました。
　　（四）平成三十年度組織変更案　　　猪狩幹事長説明
　　　　　・原案通り承認されました。
　　（五）平成三十年度事業計画案　　　猪狩幹事長説明
　　　　　・原案通り承認されました。
　　（六）平成三十年度予算案　　　　　猪狩幹事長説明
　　　　　・原案通り承認されました。

　　 　　二、報告事項
　　　　　　・現役の活動状況報告　　　諏訪本監督報告

■出席者（会員：31名　現役：７名）
299 大内　善一 339 足立　康弘 345 吉田　　修
392 内田　吉成 393 植木　正子 395 中山　光史
398 小林　伸行 451 山田　祥二 455 飯村　朋圀
501 前田　芳弘 505 椎橋　　稔 527 池田　陽一
532 鈴木　正彦 558 奥倉　勇一 661 大賀　徹雄
683 横手　一男 705 杉山　　裕 714 南出　　進
717 住田　孔一 728 横尾　廣志 751 諏訪本充弘
763 内藤　勝子 764 髙橋　壽子 788 原田　博文
792 柳川　俊泰 795 濱田　　稔 835 猪狩　　稔
879 井上　稔也 897 山下　仁志 1006 安倍　好洋

1115 上原　　誠 ４年 奥山　　昴 ４年 平　　将秀
４年 福澤　光浩 ４年 森山　澤鵬 ３年 木皿京太郎
３年 杉井　一毅 １年 柴丸　　貴

13:00　総　会　　会長挨拶
 幹事会報告
 乾　杯
 歓　談
 部歌斉唱
 校歌斉唱
 写真撮影
15:00 お開き

福澤主将によるエール
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幹　  事  　会

なため会　組織（平成30年４月～平成31年３月）

■部長　　　　長峰　　章(1000)

■相談役　　　新村　貞男(181) 　　小林　　碧(197) 　　島林　順三(228) 　　篠崎　徳量(241)

大内　善一(299)　　 西村　幸一(313) 　　足立　康弘(339) 　　吉田　　修(345) 

内田　吉成(392) 　　紀伊辰之助(423) 　　天野　俶明(477)

■顧問　　　　田村　敏夫(800) 　　新田　　功(1100)

運 営 委 員 会

■部　会 総務部

財務部

広報推進部

企画振興部

山小屋管理部

事業運営部

(部長) 小田野義之(775)　(副) 原田　博文(788)　　　谷　　浩明(909)

　　　日暮　浩美(915)

(部長) 柳川　俊泰(792)　(副) 上原　　誠(1115)

(部長) 井上　稔也(879)　(副) 住田　孔一(717)　(副) 加藤　章一(845)

　　　鈴木　康弘(487)　　　一色　雅男(570)　　　池上　勝彦(601)

　　　石井　克太(614)

(部長) 濱田　　稔(795)　(副) 丸山　貞二(859)　　　龍　　君江(838)

　　　平田　正博(871)　　　山下　仁志(897)　　　井上　堅一(1064)

(部長) 杉山　　裕(705)　(副) 植木　　進(846)　　　山口　直樹(1017)

(部長) 安部　好洋(1006) (副) 猪狩　　稔(835)

■運営委員　　前田　芳弘(501) 　　石井　克太(614) 　　野島　一雄(676) 　　龍　　君江(838)

平田　正博(871) 　　山下　仁志(897) 　　谷　　浩明(909) 　　中村　　央(1156)

■役　員 会　長

副会長

幹事長

副幹事長

監　事

駿台体育会理事

参　与

監　督

コーチ

鈴木　正彦(532)

奥倉　勇一(558) 　　大賀　徹雄(661)

猪狩　　稔(835)

日暮　浩美(915)

池田　陽一(527) 　　横尾　廣志(728)

諏訪本充弘(751) 　　和賀井英雄(817)

奥倉　勇一(558) 　　横手　一男(683) 　　濱田　　稔(795)

諏訪本充弘(751)

井上　堅一(1064)　　浜口小百合(1273)　　諏訪部貴亮(1282)

前川　晃慶(1296)　　由水　雅也(1306)

会　員　総　会

上記以外の幹事

退　　任　　者
ＢＮＯ 氏　名 異動内容 ＢＮＯ 氏　名 異動内容
850 唐川　拓三 山小屋管理部退任 1196 中村　宏之 運営委員退任（転勤のため）
858 遠山　高広 運営委員退任 1226 杉山　文啓 コーチ退任
974 松井　法一 総務部・運営委員退任
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平成29年度 なため会決算報告
（自29.4.1　至30.3.31）財　務　部

●一般会計
収入の部　　　　　　　　予 算 額　　　決 算 額
 前年度繰越金 5,369,773 5,369,773
 なため会費 1,650,000 1,611,000
 利息収入 2,000 16,939
 諸収入 95,000 186,360
  合　　　計 7,116,773 7,184,072

支出の部
【活動費】
〈総務部〉
　会議案内通信費 50,000 72,133
　薫風運送費 160,000 170,754
　慶弔費 30,000 52,960
　事務用品費 30,000 25,184
　名刺作成費 5,000 5,300
　明大スポーツ新聞購入費 5,000 0
　住所不明調査費 5,000 0
〈財務部〉
　会費集金手数料 45,000 44,760
　振り込み手数料 10,000 8,255
〈広報推進部〉
　薫風制作費 280,000 267,300
　薫風制作通信費 10,000 2,040
　ホームページ維持管理費 10,000 10,800
　プロバイダー更新費 10,000 4,795
　資料編纂費 10,000 0
　ホームページ改定費 50,000 0
〈企画振興部〉
　マネージ交通費 20,000 0
〈山小屋管理部〉
　奥鬼怒山荘ワーク参加者補助費 70,000 63,094
〈事業運営部〉
　会場使用料 102,600 81,540
　会場利用通信費 5,000 0
　会員納入推進費 100,000 0
【補助費】
　懇親会現役参加補助費 96,000 90,000
【渉外費】
〈駿台体育会費〉
　駿台体育会活動費 115,000 105,216
　駿台体育会カレンダー購入費 62,000 50,000
〈歓送迎会運営費〉
　卒業生会費 112,000 78,000
　現役会費補助費 180,000 114,000
　会場使用料 52,000 51,300
　吊り看板代 11,000 0
【その他費用】
〈周年行事費〉
　会員名簿制作費 250,000 306,720
【予備費】 100,000 0
支出合計 1,985,600 1,604,151
収支差額 5,131,173 5,579,921

会費内訳
年会費 3,000 3,000
口　数 550 537
合　計 1,650,000 1,611,000

次年度繰越金 5,369,773 5,579,921
なため会基金 4,831,000 4,831,000
次年度会費 933,090 1,157,970
総　資　産 11,133,863 11,568,891

●なため会総資産
　　 通常貯金 2,718,928
　　 普通預金 171,993
　　 定額貯金 7,631,000
　　 振替貯金 1,046,970
　　 現　　金 0
　　 合　　計 11,568,891

上記の通り報告致します。　財務部　柳川俊泰（792）
　　　　　　　　　　　　　　　　　上原　誠（1115）

　
平成29年度決算報告を監査した結果、その適正なことを確認
しましたので、報告いたします。
　監　事　池田陽一（527）　横尾廣志（728）

１．会計報告

２．監査報告

(三菱東京UFJ)
(ゆうちょ銀行)
(ゆうちょ銀行)

(ゆうちょ銀行)

１　会員サービスの向上

２　会費納入の強化

３　運営委員の増員

１　Ｈ29・４・11㈫ 運営委員会（体育記念室）

２　Ｈ29・４・25㈫ 駿台体育会第１回理事会（アカデミーコモン）

３　Ｈ29・４・27㈭ 2016年度会計監査（体育記念室）

４　Ｈ29・５・９㈫ 運営委員会（体育記念室）

５　Ｈ29・５・20㈯ 第61回なため会Ｗ（箱根古道)

６　Ｈ29・５・28㈰ 幹事会・会員総会（アカデミーコモン)

７　Ｈ29・６・２㈮～４㈰

 奥鬼怒山荘ワークワンデルング

８　Ｈ29・６・13㈫ 運営委員会（体育記念室）

９　Ｈ29・６・21㈬ 駿台体育会総会（リバティタワー）

10　Ｈ29・７・11㈫ 運営委員会（体育記念室）

11　Ｈ29・７・22㈯ 薫風55号発送（体育記念室）

12　Ｈ29・８・26㈯　第62回なため会Ｗ（高尾山）

13　Ｈ29・９・13㈫ 運営委員会（アカデミーコモン）

14　Ｈ29・10・２㈪ 駿台体育会親善ゴルフ大会

（鎌ヶ谷カントリークラブ）

15　Ｈ29・10・３㈫ 駿台体育会第２回理事会（大学会館６Ｆ）

16　Ｈ29・10・11㈫ 運営委員会（体育記念室）

17　Ｈ29・10・28㈯～29㈰

 第63回なため会Ｗ（丹沢湖畔）

18　Ｈ29・11・14㈫ 運営委員会（体育記念室）

19　Ｈ29・12・６㈬ 大学役職者と駿台体育会との懇親会

（リバティタワー）

20　Ｈ29・12・16㈯ 幹事会・忘年会（リバティタワー）

21　Ｈ29・12・29㈭～31㈯ 

 奥鬼怒山荘ワークワンデルング

22　Ｈ30・１・12㈫ 運営委員会（体育記念室）

23　Ｈ30・１・27㈯ 薫風56号及び新刊会員名簿発送

（体育会記念室）

24　Ｈ30・１・27㈯～28㈰

 駿台体育会と体育会監督会との

　　　　　　　　　　合同研修会

25　Ｈ30・２・３㈯ 第64回なため会Ｗ（奥武蔵)

26　Ｈ30・２・13㈫ 運営委員会（体育記念室）

27　Ｈ30・３・11㈰ 平成29年度卒業生歓送迎会

（リバティタワー）

28　Ｈ30・３・13㈫ 運営委員会（体育記念室）

１　重点目標

平成29年度事業報告

２　活動報告
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平成30年度 なため会予算
（自30.4.1　至31.3.31）事業運営部

会員サービスの向上

会費納入の強化

運営委員の増員

※１　開催日時・会場は大学行事により変動
　　　平成30年度の忘年回は開催しない
※２　開催日時・会場は大学行事により変動

１．重点目標

２．活動計画
１．４月10日（火） 運営委員会（体育記念室）

２．４月24日（火） 駿台体育会第１回理事会（ｱｶﾃﾞﾐｰｺﾓﾝ）

３．４月25日（木） 2017年度会計監査（体育記念室）

４．５月８日（火） 運営委員会（体育記念室）

５．５月19日（土） 第65回なため会Ｗ（湘南）

６．５月26日（土） 幹事会・会員総会（紫紺館）

７．６月１～３日　 奥鬼怒山荘ワークワンデルング

８．６月12日（火） 運営委員会（体育記念室）

９．６月20日（水） 駿台体育会総会（リバティタワー）

10．７月10日（火） 運営委員会（体育記念室）

11．７月21日（土） 薫風57号発送（体育記念室）

12．７月28～29日 第66回なため会Ｗ（秋田）

13．９月11日（火） 運営委員会（体育記念室）

14．10月２日（火） 駿台体育会第２回理事会

（大学体育会館３Ｆ）

15．10月９日（火） 運営委員会（体育記念室）

16．10月20日（土） 第67回なため会Ｗ（鎌倉）

17．10月29日（月） 駿台体育会親善ゴルフ大会

（久能カントリー倶楽部）

18．11月13日（火） 運営委員会（体育記念室）

19．12月２日（日） 早明ラグビー観戦（秩父宮ラグビー場）

20．12月５日（水） 大学役職者と駿台体育会

　　　　　　　　　 との懇親会（リバティタワー）

21．12月15日（土） 長峰章部長先生に感謝する会 ※１

（リバティタワー）

22．12月29～31日　 奥鬼怒山荘ワークワンデルング

23．１月８日（火） 運営委員会（体育記念室）

24．１月26日（土） 薫風58号発送（体育記念室）

25．１月26～27日　 駿台体育会と体育会監督会との

　　　　　　　　　 合同研修会（箱根湯本ホテルおかだ）

26．２月２日（土） 第68回なため会Ｗ（富士山周辺）

27．２月12日（火） 運営委員会（体育記念室）

28．２月23日（土） 平成30年度卒業生歓送迎会 ※２

(リバティタワー）

29．３月12日（火） 運営委員会（体育記念室）

平成30年度事業計画

収入の部
 前年度繰越金 5,579,921
 なため会費 1,650,000 550名×3,000
 利息収入 0
 諸収入 50,000
  合　　　計 7,279,921

支出の部
【ＭＷＶ支援費】
〈ＭＷＶ活動補助費〉 200,000
〈駿台体育会カレンダー購入費〉 50,000 合宿協力者・関係先への御礼用
〈長峰先生に感謝する会〉  長峰部長先生退官 2019/3/31付
　会場使用料 52,000
　現役会費補助費 240,000 60名×4,000 学生負担3,000
　吊看板代 11,000
　花束代 10,000
　予備費 100,000
〈歓送迎会運営費〉
　卒業生会費 98,000 14名×7,000
　現役会費補助費 240,000 60名×4,000 学生負担3,000
　会場使用料 52,000
　吊看板代 11,000
〈懇親会参加補助費〉 49,000 会員総会 ４年生 14名×7,000×1/2
【なため会活動費】
〈総務部〉
　会議案内通信費 70,000 
　薫風運送費 170,000
　慶弔費 50,000
　事務用品費 2,000
　名刺作成費 5,000
　明大スポーツ新聞購入費 5,000
　住所不明調査費 5,000
〈財務部〉
　会費集金手数料 45,000
　振り込み手数料 10,000
〈広報推進部〉
　薫風制作費 280,000 ４頁カラー45,000×２、
  20頁（95,000円）×２
　薫風制作通信費 5,000 部内郵送代・封筒代
　ホームページ維持管理費 10,000
　プロバイダー更新費 0 ドメイン：2018/3/14～2021/3/31
　史料編纂費 10,000 年表・部誌デジタル化調査費
　ホームページ改定費 50,000 ホームページリニューアル
〈山小屋管理部〉
　奥鬼怒山荘ワーク参加者補助費 70,000
〈事業運営部〉
　会場使用料 49,000 幹事会総会（紫紺館）
　吊看板代 11,000
　通信運搬費 3,000
【駿台体育会費】
　駿台体育会分担金 50,000 一億円基金他事業費 ２万 → ５万
　駿台体育会理事活動費 95,000 総会懇親会、体育会懇親会、
  合同研修会他
【会費増収推進費】 100,000 会費増収全般に関わる費用
【周年行事費】
　会員名簿作成費 0 
【予備費】 100,000
【親睦会予備費】 140,360 親睦会余剰金を新年度以降の親睦会で活用
支出合計 2,448,360
収支差額 4,831,561

 次年度繰越金 4,831,561
 なため会基金 4,831,000
 総　資　産 9,662,561

 廉隅家・鈴木家・柴田家寄付金 1,083,000
 山小屋募金他 3,257,000
 校友会館（紫紺館）建設基金 491,000
  4,831,000

１．一般会計

２．なため会基金
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昭和 39 年度卒業 山久会

暑中御見舞申し上げます。


